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各課主要事業の抜粋
令和３年度 令和３年度当初予算（特別委員会にて賛成全員で可決）

一般会計　55億3,900万円
�（令和２年度　56億1,300万円）

特別会計　26億7,510万円
�（令和２年度　25億7,430万円）

合　　計　82億1,410万円
�（令和２年度　81億8,730万円）

　令和３年度一般会計当初予算は前年比７千400万円の減となり、行財政改革の
努力が見られます。
　町民の生活に身近な特別会計は高齢化の進む川根本町において、今後、予算は
横ばい、もしくは増加傾向が続く見込みです。

特別会計６事業
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
簡易水道事業
訪問看護事業
いやしの里診療所事業

各　課 事　業　名 内　容 予算（千円）

総 務 課 常備消防委託事業 静岡市消防局川根北出張所・消防救急業
務全般 199,390

企 画 課 まちづくり事業費
移住定住支援関連・結婚祝い、新生活関連

20,629
千年のふるさとづくり事業交付金など

情報政策課
かわねフォン運用事業 かわねフォンの管理・不具合対応 29,336
高度情報基盤設備維持管理 設備支障対応と維持管理 14,112

くらし環境課 路線バス対策費

町営バス路線運行管理業務委託

64,726デマンドタクシー運行管理業務委託

寸又峡路線バス運行管理業務委託

せせらぎ号バス購入費 9,301

健康福祉課
新型コロナワクチン接種事業 全町民にワクチン接種を行うための全般 39,000
医療機器整備事業 町内内科医院・歯科医院への医療機器整備 12,643
町立保育園等運営事業 桜・三ツ星保育業務・委託児童保育業務 136,029

高齢者福祉課
介護保険事業特別会計繰出金 介護給付費・地域支援事業 162,309
生きがい対応型デイサービス 町内２カ所の施設運営・管理業務委託 25,357
外出支援サービス事業 高齢者の移動手段の確保 20,941

農 林 課

産業振興団体活動費補助金 茶業関係団体の活動支援 7,180
農林業センター施設管理運営 苗木の生産育成・優良種保存など 36,881
里山林整備事業 間伐・要望伐採等 30,310
野生鳥獣等捕獲事業 有害鳥獣駆除・防護柵・電柵など 13,415

観光商工課
まちづくり観光協会補助金 町の観光宣伝と誘客・観光案内業務 26,000
音戯の郷施設運営事業 施設管理運営 35,597
地域商工活性化事業 商工会活動事業費補助 14,688

建 設 課
北部残土処分場整備事業 公共事業の残土処分場確保 30,000
道路維持修繕業務委託 道路小規模修繕・重機借り上げ費 17,000

教育総務課
川根高校支援全般

奥流・南麓寮・よすが苑の運営経費
154,070公営塾運営業務委託・

その他川根高校支援全般

ＩＣＴ教育推進事業 ＩＣＴ教育推進業務委託・
教育系ネットワーク 62,714

社会教育課
文化会館運営全般 会館の運営管理・文化芸術公演・図書室

など 54,793

資料館やまびこ運営費 管理運営等 9,993

区　分 令和３年度 令和２年度
１ 町民税 255,656 268,386

２ 固定資産税 900,650 929,346

３ 軽自動車税 28,780 30,025

４ 町たばこ税 25,936 26,136

５ 入湯税 3,176 4,999

歳入合計 1,214,198 1,258,892

抜粋項目 令和３年度
地方交付税 2,080,000
繰入金 　710,102
町債 　331,100
国庫支出金 　308,361
県支出金 　293,460
諸収入 　147,120
地方消費税交付金 　125,000

区　分 令和３年度 令和２年度
１ 議会費 71,426 72,376

２ 総務費 950,453 973,686

３ 民生費 1,219,995 1,253,567

４ 衛生費 587,309 547,675

５ 労働費 1,845 1,845

６ 農林水産費 409,568 396,257

７ 商工費 282,939 297,812

８ 土木費 326,080 340,043

９ 消防費 273,224 310,436

10 教育費 842,041 797,794

11 災害復旧費 10,155 14,649

12 公債費 548,965 591,860

13 予備費 15,000 15,000

歳出合計 5,539,000 5,613,000

町　　　　税
� （千円）

その他の歳入� （千円）

一般会計目的別歳出内訳
� （千円）
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令和３年度　一般・特別会計予算総額82億1,410万円 　　 （前年比2,680万円増）

予算特別委員会の審査状 況を報告します。
審査日　３月２日～15日　※15日㈪には現地調査実施

委員会の審査のようす

一 

般 

会 

計

農
林
課

�

　

品
評
会
出
品
者
を

増
や
す
必
要
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
結

成
等
検
討
さ
れ
た
い
。

�

　

き
め
細
や
か
な
対

応
が
、
全
体
の
底
上

げ
に
な
る
と
考
え
る
、
全

品
だ
け
の
対
応
で
い
い
の

か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

今
後
も
様
々
な
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

�

　

里
山
林
整
備
事
業

対
象
地
区
は
。

�

　

要
望
の
あ
っ
た
地

区
か
ら
順
次
進
め
て

い
く
。

会
計
課

�

　

預
金
と
債
権
の
比

率
は
。

�

　
令
和
３
年
１
月
末
、

預
金
約
53
％
、
債
券

問答問答問答

約
47
％
で
あ
る
。

�

　

長
期
債
券
保
有
比

率
は
。

�

　

10
年
物
地
方
債
1

本
、
ほ
と
ん
ど
は
20

年
物
で
、
収
益
率
の
良
い

国
債
買
い
替
え
も
検
討
中

で
あ
る
。

税
務
住
民
課

�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

�
　

正
式
な
身
分
証
明

書
と
な
る
。
コ
ン
ビ

ニ
で
各
種
証
明
書
の
取
得

も
で
き
る
。
今
取
得
す
る

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

で
使
用
で
き
る
５
０
０
０

円
分
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
。

建
設
課

�

　

小
規
模
施
設
修
繕

業
務
委
託
に
は
、
地

区
要
望
が
含
ま
れ
る
か
、

状
況
は
。

問答問答問

�

　

含
ま
れ
て
い
る
。

小
規
模
施
設
修
繕
と

は
、
50
万
円
以
下
の
物
と

し
て
お
り
、
緊
急
性
に
よ

り
優
先
順
位
を
つ
け
対
応

し
て
い
る
。

�

　

上
長
尾
バ
イ
パ
ス

完
成
予
定
は
。

�

　

令
和
６
年
度
末
を

予
定
し
て
い
る
。

企
画
課

�
　

空
き
家
に
、
バ
ン

ク
登
録
表
示
を
し
て

い
る
の
は
ど
う
か
。

�

　

全
部
撤
去
し
、
了

承
を
得
た
場
合
の
み

掲
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

答問答問答

健
康
福
祉
課

�

　

社
会
福
祉
協
議
会

事
業
補
助
金
は
、
上

岸
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
上

長
尾
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
両
方
か
。

�

　

地
域
福
祉
事
業
の

補
助
で
、
主
た
る
事

業
所
は
上
岸
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
。
社
協
事
業

は
、
補
助
事
業
の
地
域
福

祉
事
業
、
み
ど
り
の
丘
え

ま
つ
、
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
委
託
事
業
、

そ
の
他
介
護
保
険
事
業
で

あ
る
。

観
光
商
工
課

�

　

商
工
会
会
員
の
現

状
は
。

�

　

令
和
３
年
２
月
末

現
在
会
員
数
283
名
、

商
工
業
者
408
事
業
所
、
こ

の
内
小
規
模
事
業
者
384

で
、
15
事
業
所
脱
退
、
４

事
業
所
加
入
で
あ
る
。

�

　

ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お

ろ
く
ぼ
運
営
費
の
指

定
管
理
料
の
変
更
は
し
な

問答問答問

い
の
か
。

�

　

令
和
３
年
度
か
ら

新
規
管
理
者
と
な
る
。

計
画
ど
お
り
予
算
化
し
た
。

高
齢
者
福
祉
課

�

　

２
０
２
５
年
以
降

の
介
護
給
付
費
見
通

し
は
。

�

　

令
和
３
年
度
を

ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後

減
少
の
見
通
し
で
、
25
年

問
題
は
当
町
は
影
響
少
な

い
と
考
え
る
。

情
報
政
策
課

�

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
の
総
合
行
政
シ

ス
テ
ム
標
準
化
と
は
。

�

　

主
要
17
業
務
シ
ス

テ
ム
の
標
準
仕
様
を

総
務
省
が
主
体
で
進
め
る

計
画
で
あ
る
。

社
会
教
育
課

�

　

地
域
学
校
協
働
本

部
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
と
人
選
は
。

�

　
地
域
と
学
校
を
結
び

つ
け
る
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー

答問答問答問答

ス
ク
ー
ル
の
中
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
、
人
選
は
学

校
等
と
協
議
し
て
決
め
る
。

総
務
課

�

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進

め
具
合
は
。

�

　

押
印
省
略
、
電
子

媒
体
へ
の
移
行
な
ど

を
今
後
進
め
て
い
く
。

�

　

集
会
所
消
防
設
備

保
守
点
検
費
の
減
額

の
理
由
は
。

�

　

消
防
局
の
見
解
変

更
で
、
点
検
必
要
施

設
が
20
か
ら
９
施
設
に

減
っ
た
た
め
で
あ
る
。

�

　

近
年
自
宅
避
難
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
。

�

　

分
散
避
難
の
方
向

性
も
あ
り
、
情
報
伝

達
・
災
害
用
品
配
布
等
対

応
が
課
題
と
考
え
る
。

く
ら
し
環
境
課

�

　

委
員
会
で
路
線
バ

ス
停
増
加
の
意
見
は

無
い
か
。

�

　

特
に
な
い
。
バ
ス

停
を
増
や
す
と
ダ
イ

問答問答問答問答

ヤ
見
直
し
と
な
り
、
運
行

本
数
に
影
響
す
る
。

�

　

受
託
管
理
飲
料
水

施
設
で
管
理
に
問
題

は
出
て
い
な
い
か
。

�

　

高
齢
化
等
で
管
理

が
厳
し
い
施
設
が
あ

る
と
聞
く
が
、
継
続
頂
い

て
い
る
。

�

　

消
費
者
相
談
実
績

は
。

�

　

令
和
２
年
度
は
12

件
で
、
電
力
関
連
等

が
あ
っ
た
。

教
育
総
務
課

�

　

就
学
児
・
未
就
学

児
保
護
者
、
地
域
住

民
へ
の
説
明
は
。

�

　

学
校
再
編
・
地
域

連
携
形
成
プ
ロ
セ
ス

の
資
料
の
通
り
、
説
明
を

行
っ
て
き
た
。

�

　

学
校
再
編
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
本
川

根
小
学
区
保
護
者
の
理
解

は
。

�

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

ほ
ぼ
全
て
の
就
学
児
・

未
就
学
児
保
護
者
に
実

問答問答問答問答

施
。
結
果
か
ら
、
本
川
根

学
区
保
護
者
の
理
解
も
得

ら
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

特 

別 

会 

計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

�

　

国
保
、
後
期
高
齢

保
険
の
加
入
者
数
は
。

�

　

11
月
末
現
在
、
人

口
６
、５
２
８
人
で
、

国
保
１
、６
８
０
人
25
・

74
％
、
後
期
高
齢
者
医
療

２
、０
０
５
人
30
・
71
％

で
あ
る
。

介
護
保
険
事
業

�

　

社
協
の
介
護
保
険

事
業
の
状
況
は
。

�

　

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

ス
・
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
撤
退
し
、
ケ
ア
マ

ネ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
関
わ
っ
て
い
る
。

問答問答

簡
易
水
道
事
業

�

　

水
道
委
員
会
開
催

の
時
期
が
遅
い
の
で

は
。

�

　

次
年
度
は
、
も
っ

と
早
い
時
期
に
開
催

す
る
。

い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

�

　

看
護
師
の
募
集
状

況
は
。

�

　

ま
だ
募
集
中
で
あ

る
。

�

　
改
修
工
事
計
画
は
。

�

　
今
の
と
こ
ろ
無
い
。

問答問答問答

　

集
中
実
施
し
た
令
和

３
年
度
予
算
特
別
委
員

会
で
は
、
連
日
各
課

長
、
担
当
職
員
よ
り
、

予
算
の
詳
細
説
明
を
受

け
、
委
員
か
ら
は
多
岐

に
わ
た
る
質
疑
・
意

見
・
提
言
が
出
さ
れ
、

町
長
・
副
町
長
・
教
育

長
・
担
当
課
長
及
び
職

員
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
予
算

が
、
町
民
の
た
め
に
最

大
限
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
切
望
い
た
し
ま
す
。

　
予
算
特
別
委
員
会

�

委
員
長　

石
山
貴
美
夫

　
令
和
３
年
度
川
根
本
町
予
算
特
別
委
員
会
を
３
月
に
開
き
、

３
日
～
15
日
ま
で
、担
当
課
別
に
審
査
を
行
い
、
一
般
会
計
と

６
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
全
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
と
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

予算特別委員会　採決のようす

梅地地区土砂置場予定地視察

インターロッキング改修予定箇所（千頭駅前）

▼
ま
と
め
▲
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教
育
長
の
任
命

（
同
意
案
件
）

山
下　

斉　

氏
（
地
名
）

　

任
期
Ｒ
３
．４
．１
～

�

Ｒ
６
．３
．31

条

例

制

定

○�

川
根
本
町
議
会
議
員
及
び

川
根
本
町
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例

※
第
一
常
任
委
員
会
付
託

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に

基
づ
き
条
例
を
制
定

•�

選
挙
運
動
用
自
動
車

（
１
台
分
）
使
用
の
公

費
負
担

•�

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
・

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

ビ
ラ
作
成
の
公
費
負
担

○�

川
根
本
町
観
光
振
興
セ

ン
タ
ー
条
例

※
第
二
常
任
委
員
会
付
託

　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
終
え
た
。

新
た
に
観
光
宣
伝
と
特
産

品
の
販
売
や
食
の
提
供
を

通
じ
て
、
観
光
や
産
業
振

興
及
び
交
流
促
進
を
図
る

こ
と
で
、
地
域
経
済
の
発

展
に
資
す
る
目
的
を
持
っ

た
観
光
振
興
セ
ン
タ
ー
と

し
て
設
置
す
る
。

○�

川
根
本
町
フ
ォ
ー
レ
な

か
か
わ
ね
茶
茗
舘
条
例

※
第
二
常
任
委
員
会
付
託

　

設
置
目
的
の
明
確
化
と

同
一
敷
地
内
に
あ
る
特
産

品
館
（
緑
の
玉
手
箱
）
と

茶
茗
舘
を
同
一
施
設
と
し

て
考
え
、
新
た
な
条
例
を

設
置
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

○�

川
根
本
町
国
民
健
康
保

険
条
例
を
一
部
改
正

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
が
、

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
条
例
の
改
正

○�

川
根
本
町
附
属
機
関
設

置
条
例
の
一
部
改
正

　

農
業
の
総
合
的
な
振
興

を
図
る
た
め
、「
川
根
本
町

農
林
業
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
」
を
「
川
根
本
町
農

業
農
村
振
興
対
策
委
員

会
」
に
、「
川
根
本
町
農
林

業
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て
、
必
要
な
事
項
審
議

及
び
町
長
に
対
す
る
意
見

の
具
申
に
関
す
る
事
項
」を

「
農
業
の
振
興
及
び
推
進
に

関
す
る
事
務
」
に
改
め
る
。

○�

川
根
本
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

※
第
一
常
任
委
員
会
付
託

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の

安
定
的
運
営
と
年
々
増
え

続
け
る
医
療
費
の
伸
び
に

対
応
す
る
た
め
に
、
被
保

険
者
の
均
等
割
額
を
１
万�

５
千
８
０
０
円
か
ら
２
万

円
に
変
更
す
る
等
の
改
正

○�

川
根
本
町
介
護
保
険
税

条
例
を
一
部
改
正

　

条
文
の
文
言
の
変
更

条
例
の
廃
止

　
「
川
根
本
町
自
然
休
養

村
農
林
水
産
物
処
理
加
工

施
設
条
例
」
を
廃
止
す
る
。

施
設
の
老
朽
化
（
築
43

年
）
と
目
的
達
成
に
よ
り

条
例
を
廃
止
す
る
。

補
正
予
算
可
決

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
10
号
）

　

２
億
６
千
３
０
０
万
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

77
億
７
千
２
７
０
万
円
と

す
る
補
正

歳
出
の
残
額
理
由

•�

経
費
の
精
査
、
入
札
差

金
に
よ
る
減
額

•

実
積
見
込
み
に
よ
る
減
額

歳
入
の
減
額
理
由

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に

よ
る
事
業
の
縮
小
、
中
止

等
に
よ
る
基
金
繰
入
金
、

国
・
県
支
出
金
等
の
減

繰
越
明
許
費

　

不
測
の
事
態
に
よ
り
、

年
度
内
完
成
が
見
込
め
な

い
事
業

•�

高
度
無
線
環
境
整
備
推

進
事
業
費
補
助
金

１
億
６
千
４
５
２
万
２
千
円

　

外
10
件
を
翌
年
度
の
事

業
と
し
て
繰
越
す
。

総
額

２
億
６
千
８
９
３
万
７
千
円

�

（
翌
年
度
繰
越
）

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
11
号
）

　

地
域
振
興
基
金
売
却
益

利
益
２
千
８
７
０
万
円
を

追
加
し
、予
算
総
額
を
68
億

１
４
０
万
円
と
す
る
。

繰
越
明
許
費

　

年
度
内
の
納
入
が
見
込

め
な
い
た
め
、
翌
年
度
の

事
業
と
し
て
繰
越
す
。

•�

町
内
医
療
機
関
感
染
対
策

ス
リ
ッ
パ
殺
菌
ロ
ッ
カ
ー

１
４
１
万
４
千
円

○�

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
会
負
担
金
と
し
て
、

93
万
４
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
億
３
千�

４
２
９
万
３
千
円
と
す
る
。

○
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

　

財
源
更
正
に
よ
る
補
正

　

金
額
の
変
更
な
し
。

予
算
総
額

２
千
96
万
８
千
円

○�

い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
特
別
会
計

　

財
源
更
正
に
よ
る
補
正

　

金
額
の
変
更
な
し
。

予
算
総
額

６
千
６
３
７
万
８
千
円
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◎「
川
根
本
町
議
会
議
員

及
び
川
根
本
町
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
の
関
す
る
条
例
の

制
定
」
に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
、
規
定
に

基
づ
き
、
自
動
車
・
ビ
ラ
・ 

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
費

負
担
に
関
し
必
要
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

�

　

選
挙
運
動
用
自
動

車
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
方

式
と
個
別
契
約
方
式
の
一

方
を
選
ぶ
の
か
。

�

　

ど
ち
ら
か
を
選
択

い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

�

　

公
費
負
担
分
は
、

業
者
が
町
に
請
求
し
、

町
が
業
者
に
支
払
う
こ
と

で
よ
い
の
か
。

�

　

そ
の
と
お
り
で
あ

る
。

問答問答

◎「
川
根
本
町
観
光
振
興

セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
」

に
つ
い
て

　

千
頭
駅
前
の
「
奥
大
井

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
」
を
「
川
根
本
町
観

光
振
興
セ
ン
タ
ー
」
と
名

称
を
変
更
す
る
ほ
か
、
施

設
の
設
置
や
管
理
、
使
用

料
な
ど
を
定
め
た
新
た
な

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

�

　

観
光
振
興
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
は
ど

こ
か
。

�

　

令
和
元
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
、
ま
ち
づ
く

り
観
光
協
会
で
あ
る
。

�
　
電
気
料
、水
道
料
金

の
支
払
の
負
担
割
合
は
。

�
　

共
用
部
分
以
外
は

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
者

が
支
払
っ
て
い
る
。

全
員
賛
成
で
可
決
。

問答問答

�

　

町
会
議
員
選
挙
の

供
託
金
が
15
万
円
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い

の
か
。
ま
た
、
町
長
選
挙

に
お
け
る
供
託
金
の
金
額

は
。

�

　

町
議
会
議
員
選
挙

に
つ
い
て
は
15
万
円
、

町
長
選
挙
は
従
来
と
同
様

に
50
万
円
で
あ
る
。

全
員
賛
成
で
、
可
決
。

◎「
川
根
本
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
対
象
の

一
人
当
た
り
医
療
費
が

問答

◎「
川
根
本
町
フ
ォ
ー
レ

な
か
か
わ
ね
茶
茗
舘
条
例

の
制
定
」
に
つ
い
て

　

同
一
敷
地
内
に
あ
る
二

つ
の
施
設
に
関
し
て
定
め

た
条
例
、
フ
ォ
ー
レ
な
か

か
わ
ね
茶
茗
舘
条
例
と
川

根
本
町
特
産
品
館
条
例
を

一
本
化
し
、
川
根
本
町

フ
ォ
ー
レ
な
か
か
わ
ね
茶

茗
舘
条
例
と
し
て
新
た
に

制
定
す
る
も
の
。

�

　

条
例
の
設
置
に
関

す
る
規
定
か
ら
「
住

民
の
福
祉
を
増
進
す
る
」

の
文
言
を
削
除
し
た
理
由

は
。

�

　
「
住
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
」
は
幅
が

広
が
り
過
ぎ
て
抽
象
的

で
、
本
施
設
に
そ
ぐ
わ
な

い
た
め
。

�

　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス

や
和
室
の
貸
し
付
け

項
目
を
省
い
た
理
由
は
。

問答問

年
々
増
加
す
る
な
か
、
国

保
税
は
大
き
な
改
正
を
せ

ず
に
進
め
て
き
て
い
た
。

　

将
来
の
安
定
運
営
の
た

め
、
町
国
保
運
営
委
員
会

よ
り
、
国
保
税
の
値
上
げ

に
つ
い
て
の
答
申
を
受

け
、
町
国
保
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

�

　

保
険
者
努
力
支
援

分
と
は
何
か
。

�

　

受
診
率
や
収
納
率

な
ど
に
よ
り
加
点
が

さ
れ
、県
か
ら
の
交
付
金
が
、

加
減
さ
れ
る
分
で
あ
る
。

�

　

令
和
元
年
一
人
当

た
り
医
療
費
が
、
県

で
３
位
と
な
っ
た
要
因
は

何
か
。

�

　

前
年
に
比
較
し
て
、

高
額
診
療
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

全
員
賛
成
で
、
可
決
。

第
一
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

石
山
喜
美
夫

問答問答

�

　

施
設
の
性
質
か
ら

大
き
く
逸
脱
し
た
貸

し
付
け
を
不
可
と
す
る
た

め
で
あ
る
。

�

　

特
産
品
館
の
使
用

料
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
減
免
等
の
申
請
は
な

か
っ
た
の
か
。

�

　

実
際
に
免
除
申
請

が
あ
っ
て
減
免
し
た
。

�

　

条
例
を
全
部
改
正

し
て
一
つ
に
す
る
理

由
は
。

�

　

同
一
敷
地
内
に
あ
っ

て
、
活
用
が
互
い
に

連
動
す
る
２
施
設
の
た
め
、

条
例
を
統
合
、
整
理
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
。

第
二
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

野
口
直
次

答問答問答

第
一
常
任
委
員
会
審
査
報
告

�

審
査
日　
令
和
３
年
３
月
８
日

第
二
常
任
委
員
会
審
査
報
告

�

審
査
日　
令
和
３
年
３
月
８
日

春の茶茗舘の全景
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社会的弱者の暮らしを守るには  （平成29年9月定例会）

Ｑ．グループホーム、ケアホームの整備計画は。
町長．�　グループホーム、ケアホームの整備計画は、平成27年度策定

の川根本町第４期障がい者福祉計画において、グループホー
ム等の充実を図り、施設入所から地域生活への移行の推進と
あるが、町内には障がい者の施設として就労継続支援Ｂ型事
業所という日中支援のサービスしかなく、現状では町外のサー
ビスを利用していただいている。今後については、引き続き
グループホーム等を運営していただけるよう、町内福祉団体、
NPO等に根気よく協議を進めていきたいと考えている。

現　状
まつおか薬局　NPO法人を成立
障がい者の声に応えてグルーフホームを建設

まつおか薬局がNPOまつおかを設立。定款認証、県への届出等の作業を終了。
既に敷地の造成も終了し、令和３年の６月以降にグループホームの建設に着手する予定になっている。

今後への期待
　障害を持つ人達が、両親等がなくなられた後も、町外に移住することなく、この地域において自分ら
しく生き生きと暮らしいくことができるものと期待できる。

９ページ
中原　　緑　議員
・町の農業政策について

１０ページ
澤西　省司　議員
１　川根本町の少子化問題について伺う。
２　令和3年度予算及び行財政改革について伺う。

１１ページ
杉山　広充　議員
１　新型コロナウイルス禍での教育について
２　「義務教育学校」設置に関連して

１2ページ
中澤　莊也　議員
１　農業振興対策について
２　鈴木町長の施政方針について

１3ページ

野口　直次　議員
１　公共施設の指定管理の課題〈今後を含め〉について
２　�川根本町附属機関の内容と現在ある委員会の組織のあ
り方について

１4ページ
石山貴美夫　議員
・新年度予算の経済活性化策の重点対策について

６
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

３
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

一 般 質 問

質問者：中澤莊也 議員

質問の概要を発言順に掲載します

あの一般質問

どうなっただやぁ～

グループホーム建設予定地
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問 「特産物振興事業補助金」の�対象作物は

答 生産、出荷、販売ルートが
� 示されているもの

質
問

　

町
の
強
み
を
生
か
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
「
川
根

茶
」
の
品
質
向
上
、
販
売

戦
略
の
推
進
、
担
い
手
育

成
、
生
産
基
盤
強
化
と
あ

る
。
推
進
状
況
及
び
今
後

の
町
の
計
画
を
伺
う
。

町
長

　

農
業
経
営
は
後
継
者
不

足
・
機
械
化
、
省
力
化
の

遅
れ
も
あ
り
厳
し
い
状
況
。

有
機
碾
茶
栽
培
の
増
加
。

全
国
茶
品
評
会
で
好
成
績
。

高
級
普
通
煎
茶
の
産
地
を

再
認
識
し
、
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。

今
後
は
経
営
の
安
定
化
に

向
け
、
作
業
効
率
の
向
上
、

複
合
作
物
導
入
等
を
行
う
。

農
業
者
支
援
の
継
続
や
、

次
年
度
か
ら
工
事
着
手
す

る
基
盤
整
備
事
業
等
に
よ

り
町
の
強
み
の
維
持
強
化

に
努
め
る
。

質
問

　

耕
作
放
棄
地
に
対
す
る

事
業
や
、
農
業
支
援
の
補

助
金
事
業
の
予
算
額
が
減

少
し
て
い
る
。
放
棄
茶
園

の
増
加
を
抑
え
る
た
め
の

補
助
事
業
の
実
績
減
少
は
、

美
し
い
川
根
の
風
景
が
失

わ
れ
、
農
業
へ
の
損
失
も

深
刻
化
し
て
い
く
。
農
家

に
対
し
て
ど
う
い
う
補
助

が
有
効
で
、
ど
う
支
援
し

て
い
く
方
針
か
。

町
長

　

荒
廃
農
地
の
再
生
を
通

じ
、
規
模
拡
大
を
促
進
す

る
た
め
の
補
助
制
度
を
設

け
、
農
協
等
と
連
携
を
し
、

普
及
を
行
う
。
生
産
性
の

低
い
農
地
は
有
効
活
用
策

を
検
討
す
る
。

質
問

　

農
業
を
持
続
可
能
に
す

る
た
め
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
家
や
、

新
規
で
農
業
に
参
入
し
た

い
人
を
応
援
す
る
新
し
い

部
門
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　

農
業
経
営
振
興
会
等
や
、

新
設
す
る
農
業
農
村
振
興

対
策
委
員
会
に
お
い
て
、

意
見
を
伺
う
機
会
を
講
じ
、

協
議
を
し
、
農
業
振
興
政

策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

こ
の
町
に
移
住
し
、
農

業
へ
強
い
志
を
持
つ
若
者

は
、「
安
全
で
安
心
な
野

菜
を
顔
が
見
え
る
と
こ
ろ

へ
届
け
、
野
菜
だ
け
で
も

収
益
を
上
げ
て
や
っ
て
い

き
た
い
。
有
機
野
菜
の
栽

培
は
誰
で
も
で
き
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
仲
間

を
増
や
し
た
い
」
と
夢
を

語
る
。
新
規
参
入
の
農
業

法
人
や
、
移
住
や
転
職
し

て
農
業
を
始
め
た
方
を
ど

う
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
政

策
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長

　

新
た
な
農
業
の
担
い
手

と
な
る
方
に
は
大
変
期
待

し
て
い
る
。
国
・
県
の
補

助
制
度
も
含
め
、
様
々
な

補
助
事
業
を
活
用
し
支
援

し
た
い
。
茶
業
中
心
の
農

業
の
発
展
に
は
、
新
た
な

取
組
が
必
要
。

質
問

　
「
特
産
物
振
興
事
業
補

助
金
」
の
対
象
作
物
は
、

ゆ
ず
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

自
然
薯
な
ど
が
代
表
で
す

が
、
生
産
、
出
荷
、
販
売

ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
れ

ば
栽
培
種
類
の
選
択
は
自

由
か
。

農
林
課
長

　

生
産
、
出
荷
、
販
売

ル
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
そ
れ
で
収
入
、
生な
り

業わ
い

と
判
断
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

質
問

　

計
画
書
に
、
売
上
げ
の

最
低
ラ
イ
ン
は
あ
る
か
。

農
林
課
長

　

特
に
な
い
が
、
収
入
予

定
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

質
問

　

農
業
の
問
題
は
観
光（
景

観
）、
空
き
家（
移
住
者
）等

の
問
題
と
関
係
が
あ
る
。

横
断
的
に
各
課
が
、
一
つ

の
タ
ッ
グ
を
組
み
、
関
係

す
る
町
内
の
企
業
や
、
ア

イ
デ
ィ
ア
の
あ
る
人
と
、

問
題
解
決
に
取
り
組
む
の

は
い
か
が
か
。

企
画
課
長

　

大
き
な
連
携
は
で
き
て

い
な
い
が
、
移
住
や
農
業

支
援
で
、
企
画
、
農
林
、

観
光
商
工
課
、
民
間
の
方

が
入
っ
て
情
報
交
換
し
て

連
携
を
と
っ
て
い
る
。

中原　緑 議員

基盤整備が進む下泉原地区

ブルーベリー満開（４月・千頭地区）
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質
問

　

少
子
化
問
題
で
町
の
現

状
と
対
応
を
伺
う
。

町
長

　

川
根
本
町
の
令
和
２
年

度
の
出
生
数
は
、
３
月
現

在
10
人
と
大
き
く
減
少
し

て
い
る
。
定
住
促
進
策
で

住
宅
改
修
補
助
、
移
住
相

談
体
制
の
充
実
、
多
く
の

子
育
て
支
援
策
な
ど
で
、

住
み
続
け
た
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

町
の
独
身
の
皆
様
に
、

結
婚
を
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
核
の
部
分
に
、
支
援

の
矢
が
当
た
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、

そ
の
部
分
を
避
け
て
通
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思

う
の
で
す
が
。

企
画
課
長

　

来
年
度
、
静
岡
県
が
展

開
す
る
「
ふ
じ
の
く
に
出

会
い
応
援
事
業
」
は
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

直
接
的
な
接
触
型
支
援
と
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
支

援
が
想
定
さ
れ
、
今
後
、

関
わ
り
の
中
で
県
と
連
携

し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

質
問

　

県
が
婚
活
支
援
な
ど
、

お
節
介
行
政
に
舵
を
切
っ

た
よ
う
に
、
川
根
本
町
も

お
節
介
行
政
に
舵
を
切
り
、

お
節
介
お
ば
さ
ん
の
価
値

の
見
直
し
を
考
え
、
町
内

に
は
結
婚
推
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
。

企
画
課
長

　

お
節
介
お
ば
さ
ん
、
結

婚
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
独
身
者
の
方
と
お
互

い
の
信
頼
関
係
な
ど
が
あ
っ

て
こ
そ
、
相
談
し
や
す
い

環
境
も
構
築
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
、
専
門

家
で
あ
っ
た
ほ
う
が
、
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

令
和
３
年
度
予
算
及
び

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

質
問

　

私
は
行
財
政
改
革
の
努

力
が
十
分
で
は
な
い
と
、

感
じ
て
い
る
が
。

町
長

　

行
財
政
改
革
に
は
終
わ

り
は
な
く
、
事
業
仕
分
け

の
よ
う
に
事
業
や
施
設
の

取
り
や
め
や
廃
止
と
い
う

も
の
で
な
く
、
現
在
は
地

方
行
政
の
仕
組
み
な
ど
の

見
直
し
や
、
改
革
す
る
こ

と
が
主
流
と
さ
れ
て
い
る
。

総
務
課
長

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
は
55
億
３
千�

９
０
０
万
円
だ
が
、
そ
の

う
ち
３
千
９
０
０
万
円
は

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
事
業
で
あ
り
、
実
質

的
な
予
算
規
模
は
55
億
円

で
あ
り
、
令
和
２
年
度
と

比
較
し
、１
億
１
千
３
０
０�

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
予
算
編
成
に

お
け
る
厳
し
い
事
業
精
査

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一

つ
の
行
財
政
改
革
の
結
果

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

人
件
費
に
お
い
て
も
、

働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ

り
、
時
間
外
手
当
等
の
削

減
が
な
さ
れ
、
経
費
削
減

が
は
か
れ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。

質
問

　

基
金
の
積
立
て
が
一
般

会
計
予
算
に
対
し
て
、
こ

こ
数
年
大
変
少
な
い
が
。

総
務
課
長

　

予
算
上
で
取
崩
額
を
計

上
し
て
い
る
今
の
状
況
か

ら
は
、
基
金
積
立
て
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
が
、
基

金
の
取
り
崩
し
を
抑
制
で

き
れ
ば
、
積
立
て
と
同
じ

結
果
と
も
考
え
ま
す
。

質
問

　

今
の
行
政
が
町
民
を
支

え
て
い
る
よ
う
に
、
未
来

の
行
政
も
町
民
を
支
え
る

状
況
が
そ
こ
に
も
あ
り
ま

す
。
更
に
大
変
な
行
政
運

営
を
強
い
ら
れ
る
未
来
の

行
政
に
、
思
い
や
り
を
形

に
残
す
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

総
務
課
長

　

町
を
運
営
し
て
い
く
た

め
の
根
幹
で
あ
る
財
政
を

司
る
中
で
、
身
の
丈
に
合
っ

た
持
続
可
能
な
予
算
編
成

を
お
示
し
し
て
、
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
な
形
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
最
も

重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問 町の独身の皆様に
� 結婚していただきたい
答 県の「ふじのくに出会い応援事業」に連携

澤西省司 議員

川
根
本
町
の
少
子
化

問
題
に
つ
い
て
伺
う
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質
問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
い
ろ
い
ろ

な
配
慮
が
な
さ
れ
、
授
業

が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

小
学
校
６
年
生･

中
学

校
３
年
生
の
「
年
間
授
業

日
数
及
び
実
施
時
数
」
は
、

ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
。

　

ま
た
教
科
等
に
お
い
て
、

「
指
導
す
べ
き
目
標
及
び

内
容
の
定
着
の
見
届
け
」

に
つ
い
て
、
年
度
末
に
は
、

各
校
へ
ど
の
よ
う
な
指
示

･

指
導
を
し
た
の
か
伺
う
。

教
育
総
務
課
長��������

　

小
学
校
６
年
生
の
授
業

日
数
は
平
均
１
８
４
．７
５

日
、
実
施
時
数
は
平
均

８
２
９
．５
時
間
で
あ
り
、

中
学
校
３
年
生
の
授
業
日

数
は
、
平
均
１
７
７
．５

日
、
実
施
時
数
は
、
平
均

８
０
４
．５
時
間
と
な
っ

て
い
る
。

　

各
校
へ
の
指
示･

指
導

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
と
い
っ
て
評
価
等

に
特
に
変
更
点
は
な
い
の

で
、
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

校
長
の
判
断
と
責
任
の
下

で
、
学
校
の
管
理
運
営
を

行
う
こ
と
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
。

質
問

　

今
年
度
は
、
授
業
日
数

が
、
20
日
か
ら
30
日
、
時

間
に
す
る
と
１
５
０
時
間

か
ら
１
８
０
時
間
少
な
い

こ
と
に
な
る
。

　

子
供
た
ち
の
学
習
内
容

の
定
着
が
ど
う
か
な
と
担

任
が
、
調
査
・
判
断
し
た

な
ら
ば
、
来
年
度
の
最
初

に
、
定
着
を
図
る
時
間
を

充
分
に
確
保
し
て
ほ
し
い
。

　

特
に
、
国
語
・
算
数
に

お
い
て
。

　

こ
れ
に
は
抵
抗
を
感
じ

る
学
校
・
教
師
も
い
る
と

思
う
の
で
、
教
育
委
員
会

か
ら
再
度
指
導
を
お
願
い

し
た
い
。
文
部
科
学
省
か

ら
通
知
が
出
て
い
る
。

　

こ
の
点
を
伺
う
。

教
育
長

　

教
師
は
、
定
着
度
を
図

る
た
め
に
観
点
別
に
評
価

を
き
ち
っ
と
し
て
い
る
。

そ
の
時
に
は
、
全
体
的
に

ど
う
か
を
教
育
委
員
会
は

把
握
し
て
い
る
。���

質
問

　

昨
年
の
11
月
、
12
月
に

実
施
さ
れ
た
【
川
根
本
町

立
学
校
の
今
後
の
方
向
性

説
明
会
】
が
、
本
町
唯
一

の
「
さ
ゆ
り
幼
稚
園
」
で

行
わ
れ
た
の
か
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

日
程
の
調
整
が
取
れ
な

か
っ
た
の
で
、
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

質
問

　

昨
年
の
11
月
、
12
月
に

「
学
校
の
今
後
の
方
向
性

地
区
説
明
会
」
実
施
後
、

２
月
開
催
の
「
総
合
教
育

会
議
」
ま
で
、「
教
育
委
員

会
」
は
開
か
れ
て
い
な
い
。

　

地
区
説
明
会
で
は
、「
義

務
教
育
学
校
は
、
２
校
で

良
い
、
１
校
で
良
い
と
い

う
考
え
も
あ
ろ
う
。
０
歳

か
ら
15
歳
の
保
護
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
是
非
取
っ
て

欲
し
い
。」「
義
務
教
育
学

校
を
２
校
と
す
る
理
由
、

通
学
時
間
、
教
室
の
数
が

覆
っ
た
た
め
、
そ
こ
ま
で

戻
っ
て
再
検
討
す
べ
き
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
意
見
は
、
大
変
重

い
。
住
民
の
声
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
は
、
充
分
に

話
し
合
い
、
再
度
、
説
明

会
を
開
く
く
ら
い
の
配
慮

が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
と
思

う
。
そ
う
し
て
、
教
育
委

員
会
は
総
括
を
し
、
教
育

委
員
会
と
し
て
の
見
解
を

も
ち
、
総
合
教
育
会
議
に

臨
む
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。 　

こ
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
の

意
見
を
統
一
し
て
、
総
合

教
育
会
議
に
諮
る
と
い
う

の
は
、
法
的
根
拠
は
な
い

か
と
思
う
。

質
問

　

町
長
は
、
昨
年
の
総
合

教
育
会
議
で
、「
協
議
し

た
内
容
を
議
会
、
町
民
及

び
関
係
者
に
説
明
し
進
め

て
い
く
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　

総
合
教
育
会
議
に
至
る

ま
で
、
多
く
の
時
間
を
経

て
、
各
々
の
委
員
会
等
を

経
過
し
て
い
る
。
町
長
と

し
て
、
慎
重
に
対
応
を
す

べ
き
と
い
う
思
い
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
方
向
で
決
断

し
た
も
の
で
あ
る
。

問 学校再編計画に関する
� 様々な意見への対応は
答 慎重に対応すべきとの思いから、

� 多くの時間を経て対応している

杉山広充 議員
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質
問

　

増
え
続
け
る
耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
ど
の
よ
う
に

図
る
考
え
か
。

町
長

　

耕
作
放
棄
地
は
、
年
々

増
加
し
、
景
観
の
悪
化
等

深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。

荒
廃
農
地
の
再
生
を
通
じ

規
模
拡
大
を
促
進
す
る
た

め
の
補
助
制
度
を
設
け
、

地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ

る
認
定
農
業
者
を
中
心
に

斡
旋
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
産
性
の
低
い
農
地
に

つ
い
て
は
、
全
国
の
事
例

等
を
参
考
に
有
効
な
活
用

策
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

質
問

　

農
地
の
集
積
化
、
農
作

業
の
機
械
化
、
効
率
化
、

省
力
化
等
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
考
え
か
。

町
長

　

農
業
経
営
の
安
定
化
に

向
け
規
模
拡
大
を
行
う
農

業
者
、
作
業
の
効
率
化
の

た
め
の
省
力
化
機
械
の
導

入
を
行
う
農
業
者
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

　

農
用
地
区
域
内
農
地
の

指
定
に
際
し
、
事
前
に
所

有
者
や
地
域
の
声
を
聴
く

考
え
は
あ
る
か
。

農
林
課
長

　

農
用
地
区
域
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
定
期

変
更
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

い
、関
係
機
関
、地
域
住
民

等
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
手
続
き
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

農
産
物
の
販
路
拡
大
、

農
業
の
６
次
産
業
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

町
長

　

農
産
物
の
販
路
拡
大
に

つ
い
て
は
、
複
合
作
物
の

生
産
、
出
荷
を
行
う
農
業

者
が
増
加
し
て
い
る
。
農

協
等
と
連
携
を
し
、
高
収

益
な
新
た
な
特
産
物
を
産

地
化
や
販
路
拡
大
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

６
次
産
業
化
に
つ
い
て

は
、
農
業
者
や
農
業
グ

ル
ー
プ
が
付
加
を
付
け
て

販
売
す
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
農
業
収
入
の
増
加
に

つ
な
が
る
の
で
、
よ
り
多

く
の
方
に
実
践
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
、
支
援
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問

　

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

と
後
継
者
の
育
成
を
ど
の

よ
う
に
図
る
考
え
か
。

町
長

　

新
規
就
農
者
の
支
援
、

後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
就
農
前
に
研
修
機
関

で
生
産
技
術
の
取
得
や
流

通
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

の
知
識
の
取
得
の
研
修
費

用
の
支
援
制
度
も
あ
る
の

で
、
補
助
制
度
の
周
知
を

よ
り
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

鈴
木
町
長
の

施
政
方
針
に
つ
い
て

質
問

　

川
根
本
町
の
強
み
を
活

か
す
施
策
と
人
口
減
少
の

克
服
を
目
指
す
施
策
を
中

心
に
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

　

町
が
行
う
事
業
の
全
て

が
、
町
民
が
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
必
要

な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
町
が

抱
え
る
問
題
点
や
今
後
の

発
展
を
考
え
た
と
き
に
特

に
重
点
を
置
い
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
が
い
わ
ゆ
る

重
点
戦
略
で
あ
り
、
こ
れ

は
総
合
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
実
施
し
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
町
民
の
声
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

合
併
以
降
、
こ
の
町
な

ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し

た
魅
力
向
上
の
た
め
、
高

度
情
報
基
盤
整
備
等
の
大

規
模
な
基
盤
整
備
や
県
立

川
根
高
校
の
魅
力
化
促
進
、

多
様
な
就
労
環
境
の
創
出

と
い
っ
た
新
た
な
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
投
資
に
よ
り
、
様
々

な
企
業
の
本
町
進
出
や
川

根
高
校
が
県
内
唯
一
の
全

国
公
募
の
県
立
普
通
高
校

へ
と
大
き
な
変
化
を
遂
げ

る
な
ど
、
町
の
強
み
を
活

か
し
な
が
ら
人
口
減
少
を

克
服
す
る
た
め
の
礎
が
出

来
上
が
っ
て
き
た
と
実
感

し
て
い
る
。

問 農用地区域設定方針の積極的見直しを

答 設定方針に町民等の意見を反映させたい

中澤莊也 議員

農
業
振
興
対
策
つ
い
て

農用地区域内農地の現状
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質
問

　

公
共
施
設
の
指
定
管
理

の
課
題
か
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
社
協
）
と
町
と

の
か
か
わ
り
、
関
連
性
の

再
認
識
を
伺
う
。

町
長

　

全
国
的
に
組
織
さ
れ
た

社
会
福
祉
法
人
で
、
町
行

政
と
共
に
町
全
体
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
公
共
的
な
組
織
で
あ

る
。
双
方
に
と
っ
て
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

福
祉
の
拠
点
で
あ
る
川
根

本
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
と
し
て
事
務
所

を
構
え
、
さ
ら
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
Ｂ
型
就

労
支
援
施
設
も
管
理
者
と

し
て
福
祉
事
業
を
拡
大
展

開
し
て
い
る
。

質
問

　

社
協
の
設
立
当
初
の
理

念
か
ら
現
在
の
組
織
運
営

の
考
え
方
は
大
き
く
違
っ

て
き
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

町
長

　

福
祉
事
業
や
教
務
が
多

種
多
様
に
な
る
に
従
い
、

町
行
政
と
社
協
双
方
の
関

係
性
に
お
い
て
、
臨
機
応

変
に
関
与
・
相
談
・
協
議

し
な
が
ら
、
適
切
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地

域
福
祉
実
現
に
向
け
事
業

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。

質
問

　

施
設
の
な
か
で
、
指
定

管
理
料
を
支
出
し
て
い
る

施
設
は
ど
こ
か
。

健
康
福
祉
課
長

　

川
根
本
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
憩

い
の
家
い
ず
み
」
と
川
根

本
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
2
か
所
、
生
き
が
い

対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
2
か
所
と
障
が
い

者
就
労
継
続
支
援
「
み
ど

り
の
丘
」
と
「
み
ど
り
の
丘

え
ま
つ
」
と
な
っ
て
い
る
。

質
問

　

指
定
管
理
者
の
団
体
運

営
に
つ
い
て
伺
う
。
平
成

23
年
ご
ろ
か
ら
、
訪
問
入

浴
事
業
、
そ
の
後
令
和
元

年
度
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
か
ら
も
撤
退
。
社

協
は
事
業
を
縮
小
し
て
い

る
と
聞
こ
え
ま
す
。
町
は

そ
の
動
き
に
つ
い
て
状
況

を
確
認
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長

　

撤
退
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
部
門
で
あ
る
。
社

協
の
根
幹
で
あ
る
地
域
福

祉
部
門
の
縮
小
は
な
い
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
件
は
元

年
度
の
こ
と
で
す
。
社
協

の
中
で
事
業
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
精
査
が
さ
れ
結

論
が
出
た
後
に
、
町
に
報

告
さ
れ
た
。町
か
ら
は
、社

協
へ
遺
憾
の
意
を
伝
え
た
。

質
問

　

撤
退
後
の
対
応
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長

　

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、

は
、
町
外
の
2
社
へ
、
訪

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
「
ま

つ
お
か
」
に
引
き
続
き
継

承
し
、
行
っ
て
い
る
。

質
問

　

今
後
の
方
向
性
を
含
め
、

町
と
社
協
の
関
係
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
等
に
つ

い
て
、
町
の
見
解
を
も
う

一
度
伺
う
。

町
長

　

極
め
て
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
の
で
、
職
員
・

幹
部
同
士
が
、
意
見
を
交

換
し
な
が
ら
福
祉
事
業
発

展
に
取
り
組
む
。
町
も
財

政
的
側
面
の
不
安
を
抱
え

て
お
り
、
社
協
も
同
様
な

状
況
で
す
、
そ
れ
ぞ
れ
関

わ
る
人
が
知
恵
を
出
し
合
っ

て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

健
康
福
祉
課
長

　

町
の
地
域
福
祉
計
画
、

社
協
の
地
域
福
祉
活
動
計

画
を
令
和
４
年
度
か
ら
新

計
画
と
し
て
、
一
体
的
に

作
成
し
、
策
定
業
務
の
効

率
化
、
整
合
性
も
図
る
よ

う
に
共
同
作
業
を
進
め
て

い
る
。
今
年
1
月
か
ら
、

町
長
の
指
示
に
よ
り
実

務
・
事
務
担
当
者
が
月
1

回
定
例
会
を
開
催
し
、
課

題
を
共
有
し
、
そ
れ
を
精

査
し
、
密
接
な
関
係
を
維

持
す
る
関
係
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

接
岨
峡
温
泉
会
館
、

ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ

く
ぼ
、
町
内
の
キ
ャ

ン
プ
場
、
ま
ち
づ
く

り
観
光
協
会
等
の
指

定
管
理
に
つ
い
て
。

・�

茶
業
振
興
協
議
会
、

商
工
観
光
委
員
会
の

組
織
の
在
り
方
等
に

つ
い
て
。

問 これからの社会福祉協議会と
� 町との関わりは
答 地域福祉の実現を図る

� 大事なパートナー。

野口直次 議員

川根本町福祉センター（上岸）
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問 リニア関連の地域振興策で、
� 広域観光道路を!!
答 ネックレス構想、井川に抜ける環状線

� 要望していく。
質
問

　

町
と
県
中
部
経
済
発
展

の
た
め
に
大
井
川
の
環
境

保
全
を
前
提
に
、
Ｊ
Ｒ
・

国
へ
地
域
振
興
策
と
し
て
、

閑
蔵
線
か
ら
広
域
観
光
道

路
整
備
実
現
の
状
況
は
。

町
長

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

登
録
後
、
多
く
の
宝
が
出

て
き
て
、
エ
メ
ラ
ル
ド
ネ
ッ

ク
レ
ス
構
想
を
知
事
が
発

表
さ
れ
た
。
具
体
的
進
展

は
な
い
が
、
井
川
に
抜
け

る
環
状
線
整
備
も
強
く
要

望
し
て
い
く
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
で
厳
し
い
宿
泊

施
設
・
飲
食
業
・
商
店
等

の
回
復
と
、
町
民
ス
ト
レ

ス
解
消
の
た
め
、
町
内

サ
ー
ビ
ス
券
な
ど
の
支
え

あ
い
が
で
き
な
い
か
。

観
光
商
工
課
長

　

国
・
県
の
コ
ロ
ナ
対
策

臨
時
交
付
金
な
ど
活
用
し

経
済
対
策
を
進
め
た
い
。

質
問

　

区
要
望
で
里
山
整
備
は

有
難
く
重
要
だ
が
、
山
城

や
湖
上
駅
、
井
川
線
沿
線

等
景
観
伐
採
に
よ
る
観
光

地
魅
力
化
も
で
き
な
い
か
。

農
林
課
長

　

提
案
に
つ
き
担
当
課
と

連
携
し
検
討
し
た
い
。

質
問

　

寸
又
峡
の
遊
歩
道
有
料

化
の
進
展
状
況
は
。

観
光
商
工
課
長

　

地
元
代
表
と
打
ち
合
わ

せ
て
い
る
。
今
後
、
関
係

団
体
、
地
元
と
具
体
的
内

容
を
進
め
て
い
く
予
定
。

質
問

　

寸
又
峡
入
り
口
駐
車
場

は
、
利
用
が
無
い
時
期
、

キ
ャ
ン
プ
場
等
で
活
用
す

れ
ば
、
食
事
や
温
泉
利
用

も
合
わ
せ
、
フ
ァ
ン
作
り

に
な
る
の
で
は
。

観
光
商
工
課
長

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
、
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
等
も
選
択
肢
だ
が
、

寸
又
峡
は
、
旅
館
・
宿
泊

施
設
も
あ
り
、
そ
ち
ら
へ
の

誘
客
宣
伝
を
優
先
し
た
い
。

質
問

　

こ
れ
か
ら
は
ロ
ー
カ
ル
・

マ
イ
ク
ロ
観
光
で
、
一
見

さ
ん
よ
り
お
な
じ
み
さ
ん
、

遠
く
か
ら
よ
り
近
場
の
方

と
言
わ
れ
る
が
。

観
光
商
工
課
長

　

温
泉
再
訪
企
画
を
進
め

つ
つ
、
ロ
ー
カ
ル
観
光
促

進
も
進
め
た
い
。

質
問

　

大
鐡
駅
沿
線
、
道
路
等

花
壇
が
き
れ
い
に
作
ら
れ

て
い
る
、
町
民
の
こ
の
心

へ
の
感
謝
と
奨
励
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長

　

花
の
会
自
治
会
等
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

苗
・
球
根
・
肥
料
等
配
布

等
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
は
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
広

報
す
る
こ
と
で
町
の
経
済

に
反
映
さ
せ
る
大
き
な
存

在
、
期
待
大
で
あ
る
。
自

然
環
境
理
解
と
資
金
協
力

を
訴
え
基
金
を
作
り
活
動

体
制
確
立
を
す
べ
き
で
は
。

観
光
商
工
課
長

　

地
域
活
性
に
欠
か
せ
な

い
団
体
と
考
え
る
。
県
の

基
金
、
創
設
意
義
を
エ
コ

パ
ー
ク
協
議
会
の
周
知
を

得
つ
つ
、
進
め
て
い
け
れ

ば
と
考
え
る
。

質
問

　

観
光
地
域
お
こ
し
協
力

隊
２
名
を
採
用
予
定
だ
が
。

観
光
商
工
課
長

　

観
光
情
報
発
信
、体
験
・

滞
在
型
観
光
充
実
等
課
題

解
決
に
期
待
し
募
集
し
た

い
。

質
問

　

移
住
関
連
の
ネ
ッ
ト
の

検
索
が
多
い
と
の
事
だ
が
。

企
画
課
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ウ
ェ
ブ
で

の
発
信
の
重
要
性
を
感
じ

て
お
り
、
新
鮮
情
報
発
信

で
充
実
し
た
い
。

質
問

　

移
住
者
と
区
民
と
の
関

係
も
重
要
、
ま
た
農
地
付

き
空
き
家
も
あ
り
管
理
面

等
対
応
は
。

企
画
課
長

　

区
行
事
・
区
費
等
の
情

報
提
供
で
、
顔
の
見
え
る

関
係
に
努
め
た
い
。

農
林
課
長

　

空
家
に
付
随
の
農
地
情

報
を
提
供
す
る
遊
休
農
地

活
用
を
促
進
す
る
。

質
問

　

ネ
ッ
ト
環
境
、
無
線
地

区
の
有
線
化
状
況
は
。

情
報
政
策
課
長

　

４
月
よ
り
運
営
企
業
が

変
更
、
無
線
エ
リ
ア
が
ほ

ぼ
有
線
化
さ
れ
上
位
回
線

の
二
重
化
で
災
害
強
靭
化
、

通
信
環
境
安
定
化
が
期
待

さ
れ
る
。

石山貴美夫 議員

そ
の
他
の
質
問

・�

空
き
家
活
用
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
農
法

の
違
い
と
周
辺
農
家

と
の
関
係
、
エ
コ
テ
ィ

か
わ
ね
、
観
光
の
地

域
協
力
隊
関
連　

等

地域で取り組む花壇（川根大橋千頭側）

14 ※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。



皆さん、知っていますか?
シリ

ーズ

奥大井県立自然公園（昭和43年4月1日指定）
� （南部エリア）

ご注意
ください

　「林道 南赤石線」は、
崩落により、令和元年４
月から通行止めになって
おり、現在、大札山・蕎
麦粒山方面に行くことは
できません。早期に復旧
できるように、議会とし
ても望みます。　

「山犬段」付近には、公的施設があります。
何でしょうか。

山犬段山小屋（平成８年建設）

　山犬段から約３
時間です。
　途中、シロヤシ
オの群生を見るこ
とができます

高塚山山頂付近

八丁段（1,562 ｍ）、高塚山（1,621 ｍ）を知っていますか。
　山犬段から約
30分です。
　ここからは、天
竜川、駿河湾、伊
豆半島が展望でき
ます。

八丁段の紅葉

大札山、蕎麦粒山に自生している植物は、何でしょうか。
　深山に自生する
ツツジ科の落葉低
木。４月から５月
にかけ可憐な花を
咲かせます。

アカヤシオ

　大札山、蕎麦粒
山から黒法師岳に
至る尾根沿いに見
られ、6月から7
月が見頃です。

シロヤシオ

静岡大学農学部演習林宿舎（昭和44年建設）

　大井川と安倍川の上流にあり、雄大な山 と々
美しい渓谷があります。
　そして、豊富な植物（アカヤシオ・シロヤシオ・
ウラジロモミ・イワカガミ・イワシャジン・イワヒ
バなど）が、群生しています。
　また、野生生物（クマタカ・コマドリ・ニホン
カモシカ・ニホンジカ・テン・イワナ・アマゴなど）   
が、数多く生息します。
　豊かな自然に恵まれた公園です。

１

２

３
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川根本町
の明日を拓

ひら

く人たち
シリ

ーズ

今回は、町の森林で未来の森づくりを考え活動するグループ
「天鹿（シシカミ）プロジェクト」の紹介です。 シリーズ１

編
集
後
記

～「あたらしい森創りのデザイン」を川根本町から～

●
表
紙
の
写
真

（
徳
山
地
区
・
桃
ん
沢
）

桜
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
な

　

暖
か
な
穏
や
か
な
日
に

園
近
く
の
桜
並
木
道
を
散

歩
し
ま
し
た
。

（
川
根
高
校
し
だ
れ
桜
）

　

遠
く
か
ら
来
て
い
る
人

に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し

た
。

　

一
人
の
男
の
子
が
、
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
楽
し

そ
う
に
話
を
し
な
が
ら
歩

い
て
い
ま
し
た
。

�

杉
山　

広
充

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
多
く
の
春
の
行

事
が
規
模
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
な
か
、
表
紙

の
写
真
に
春
ら
し
い
元
気

な
子
供
た
ち
を
掲
載
す
る

こ
と
が
出
来
て
、
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
62
号
が
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
進
み
始
め
た
頃

だ
と
思
い
ま
す
。
接
種
ま

で
、
あ
と
少
し
の
辛
抱
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

澤
西　

省
司

6 月 ２ 日 ㈬

９：00～ 本会議（定例会・初日）

本会議終了後 全員協議会・
議会運営委員会

6月15日 ㈫

９：00～ 本会議（定例会・ ２日目）

本会議終了後 議会運営委員会・
全員協議会

6月２3日 ㈬ ９：00～ 本会議（定例会・最終日）

◆ ６月定例会の予定 ◆

○本会議場は役場本庁３階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（56－２２２９）までお問い合わせください。

Ⓠ天鹿（シシカミ）プロジェクトのはじまりは？
　2019年にドキュメンタリー映画「みつばちと地球とわたし」が、さゆり幼稚園主催で上映された。“今、
みつばちが世界的に減っている。みつばち絶滅は人類の危機”という映画のメッセージに、そこにいた
誰もが強く心を打たれた。みつばちが減少した原因の一つには、“森林を自然林から人工林にしたことで、
森に日が差さなくなり、下草がしげらなくなったこと”と知り、土砂崩
れなどの災害や、自立できる環境の視点から、川根本町でできることは
何か！自分たちにできることからはじめよう！と考えた。
　そこで町内小長井区（古屋城）の山林（1.5ha）で杉ヒノキの計画伐
採により、針葉樹と広葉樹の混交林のモデルづくりが決まった。
Ⓠグループの活動内容は？
　月に１回ワークデイ（計画伐採作業日）を設けている。口コミで活動
に興味を持った人が自主参加。山仕事に精通したプロもいれば、林業未
経験の素人もいる。リーダー（横山）の計画に沿って、材木運搬等それ
ぞれができる作業をする。間伐した木を２ｍ５cmに揃え、木の駅で換
金してチェーンソーの燃料代などにする。
Ⓠプロジェクトの目標は？　
　自然植生を育てていく “自然林模倣型” の混交林を基盤にした森創り。

� ※次回　「あたらしい森創りのデザイン」を川根本町から　シリーズ２に続く

発起人　横山慎一郎氏（水川区）

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴におでかけください。

【訂正とお詫び】
　２月発行の議会だより 61 号の２ページ、「12 月議会で決まったこと」の記事において、間違いがありました。
　下から３段目、条例の１部を改正　＊川根本町国民年金保険税条例 は、 川根本町国民健康保険税条例 の誤りでした。
　訂正してお詫びいたします。� 議会広報委員会

間伐前　密集した山林（2020.1.19）

計画伐採後　日が差して明るい（2021.4.11）
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